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意見交換会「大学によるODAの戦略的活用」 



概要・目的 

語学 任地で活動するために必要となる語学力を身に付ける。 

活動手法 ボランティアが現地で活動する際に活用できる手法を
習得し実践する。 

健康管理・安全管理 任地での活動の基礎となる体力、健康管理と安全管理
に関する知識を身に付ける。 

社会的多様性理解・活用力 ボランティアに必要な心構えを身に付けるとともに、現
場への適応を目指し、任地の事情を理解する。 

生活班活動 派遣前訓練での共同生活を通じて、ボランティアに必
要な態度や心構えを身に付ける。 

各種オリエンテーション 訓練所の概要や規制、手続きを理解する。 

【目的】 

開発途上地域の経済及び社会の発展または復興に寄与し、国際協力の促進に資する
ために、必要な要素を習得し、適性を高め、ボランティア精神を涵養すること。 
 

【構成】 



JICAボランティア派遣前訓練 

語学 

JICA策定カリキュラムに基づく、約20

言語の講座 

JICA直営講師 

英語・中国語・スペイン語・アラビア

語・フランス語・モンゴル語  他 

外部からの派遣講師（一般競争入札） 

ベンガル語・キルギス語・ウズベク語 

他 

一般課業 

JICA策定カリキュラムに基づく、能

力・適性を養う講座 

JICA直営講座（一部はJICA指定の

外部講師による講座） 

■各種オリエンテーション 

■健康・安全管理           他 

外部委託講座（一般競争入札） 

■活動手法               

■社会的多様性理解・活用力   他 



コース 業務内容（例） 

共通（各種オリエンテーションを除く） ■コースの実施要領、資料等の作成 

■講座のシラバスに基づく講師、所外活動受
入先の選定、講座内容の打合せ等 
■講座の事前準備、実施 

活動手法 ■目標管理、コミュニケーション能力、調査に
係る技能を高めるための指導 

健康管理・安全管理 ■安全管理意識、健康管理意識、体力を高
めるための指導 

社会的多様性理解・活用力 ■公人意識の高揚、異文化理解力、途上国
における生活意識を高めるための指導 

生活班活動（講師の選定は不要） ■ボランティアに必要な態度や心構えを身に
付け、チームワークや協調性を高めるための
指導 

各種オリエンテーション ■各種資料等の作成 
■オリエンテーション等の事前準備、実施 


